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J-TripGateway サービス利用規約 

 

楽天コミュニケーションズ株式会社（以下「当社」といいます。）は、「J-TripGateway サ

ービス」（以下「本サービス」といいます。）に係る利用規約（以下「本規約」といいます。）

を定め、本規約に従い、本サービスを利用する者（以下「利用者」といいます。）に対し本

サービスを提供します。 

 

第１条（本サービス） 

本サービスは、携帯電話事業者（株式会社 NTTドコモ）の卸携帯電話サービス契約約

款に基づき当社が提供するデータ SIMサービス（以下、「データ SIMサービス」といい

ます。）と日本国内の観光地等を紹介するサービス（以下、「アプリサービス」といい

ます。）で構成されるものです。 

２ アプリサービスには、本規約に定めるものの他、J-TripGatewayアプリ等利用規約が適

用されるものとします。 

３ 利用者は、本サービスの申込みに際し、本規約および J-TripGatewayアプリ等利用規

約（以下、併せて「サービス規約」といいます。）に同意していただきます。なお、

本サービスの利用を開始した者は、サービス規約を承諾したものとみなします。 

４ 当社は、サービス規約を利用者に事前の承諾を得ることなく変更をすることがありま

す。この場合、本サービスの提供条件は変更後の規約によります。 

５ 利用者がデータ SIMサービスを利用するためには、アカウントの登録を行い、当社か

ら「J-TripGateway SIM」（以下、「SIMカード」といいます。）の貸与を受ける必要

があります。なお、本サービスに端末設備の提供は含まれません。 

 

第２条（用語） 

この規約においては、次の用語はそれぞれ次の意味で使用します。 

用語 用語の意味 

アカウント 利用者がアプリサービスの利用のために登録し、以下の機能を

持ちます。 

（１）個人情報の管理 

（２）支払い情報の管理 

（３）各サービス及び各機能の管理 

アカウントの利用期間 アカウントの利用期間は、利用者がアカウント登録をした時点

より、退会手続きを行うときまでとします。 

SIMの有効期限 SIMカードは利用者が利用を開始するかどうかには関係無く、

有効期限があります。有効期限は SIMカードに添付されていま

す。 

SIMの使用期間 当初使用期間、延長された使用期間は、アカウントに紐付けた

SIMカードを有効にした日から開始され、自動的に終了します。 
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端末設備 携帯電話端末であり、当社が貸与する SIMのサイズ、種別に対

応しているものである必要があります。 

 

第３条（本サービスの通信区域） 

本サービスの通信区域は、携帯電話事業者の日本国内の通信区域の通りとします。 

 

第４条（申込みの条件） 

本サービスの利用を申し込む者は、以下のすべての事項に同意するものとします。 

（１）本規約のすべての条項を遵守し、本サービスを用いた不法行為等を行わないこと 

（２）本人確認のために当社が求める必要な書類（日本国外に現に居住する者は日本国

外のパスポート）を提示すること 

（３）電波法その他日本国内で適用される法令・規則等を遵守すること 

（４）第 26条（反社会的勢力の排除）第 1項に定める者に該当しないこと 

２ 当社は、端末設備の画面上の表示速度を早くするため、当社が別途定める通信の最適

化を行う場合があります。 

 

第５条（アカウント） 

利用者は、アプリサービスの利用に際し、利用者のメールアドレスを元にアカウントを

作成するものとします。 

２ 未成年者（20歳未満の者）は、アカウントを作成することはできないものとします。 

３ アカウントの作成及び維持に利用料は発生しないものとします。 

４ アカウントは、第 20条に定める利用者情報と、第 11条及び第 12条に定めるチャージ

したデータ通信容量を紐付け管理する機能を有します。 

５ アカウントは、利用者が退会手続きを行った場合にその利用期間を終了するものとし

ます。退会手続き後には、如何なる理由があってもその時点で未使用のデータ通信容

量を SIMカードに割り当てる事はできません。 

６ アカウントの利用期間内であれば、利用する SIMカードの数、時期に制限はありませ

ん。 

 

第６条（申込みの承諾） 

当社は、前条のアカウントの作成を本サービスの申込みとみなし、所定の審査・手続の

後、当社が承諾を行った時点で契約が成立するものとします。 

２ アカウントの作成ができなかった場合でも、本サービスの利用に用いることを意図し

て貸与を受けた SIMカードに要した料金の返金、または使用期間の延長、新たな品と

の交換はできないものとします。ただし、当社に故意または重過失がある場合には、

この限りではありません。 

 

第７条（SIM カード） 
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利用者は、当社が貸与する SIMカードを入手し、アカウントに紐付けることで、当社の

提供する J-TripGatewayサービスを利用することができます。SIMカードの入手にかかる費

用は、別途発生するものとします。 

２ SIMカードには有効期限があります。この有効期限は、SIMカードの使用期間、アカウ

ントの利用期間とは異なります。利用者は、SIMカードの有効期限は、SIMカードを入

手するときに確認することができます。 

３ SIMカードを利用開始するためには、利用者が登録しているアカウントから利用開始手

続きをする必要があります。 

４ 使用期間が開始となった SIMカードは、使用期間が終了した後に再度利用することは

できません。 

 

第８条（IDおよびパスワード） 

利用者は、SIMカードに付帯する電話番号、パスコード情報（以下、総称して「ID等」

といいます。）の管理責任を負うものとし、第三者に利用させないものとします。 

２ 当社は、利用者が本サービスにおける契約上の権利を行使するにあたり、利用者に対

し、ID等の提示を求めることがあります。 

３ 当社は、ID等または SIMカードが窃用されたことによる利用者の損害または利用者が

第三者に与えた損害について責任を負いません。 

 

第９条（権利等の譲渡制限等） 

利用者は、本規約に基づいて本サービスの提供を受ける権利および SIMカードを第三者

に譲渡し、または貸与することはできません。 

２ 利用者は、本サービスを再販売する等、第三者に本サービスを利用させることはでき

ないものとします。 

  

第 10条（SIM カードの使用期間） 

SIMカード毎に、使用期間（SIMカードの有効期限とは異なります。）があります。使用

期間は、利用者が設定した日を開始日として、7日目または 8日目に使用期間を終了します

（以下「当初使用期間」といいます。）。この当初使用期間は、利用者の選択する料金プ

ランにより定めます。 

２ 前項の規定にかかわらず、利用者が当初使用期間の終了までに第 11条に従い有料チャ

ージを行う場合、第 11条第 3項に従い最終のチャージが成立した時刻の属する日を起

算日とした 7日目まで（ただし、SIMカードの有効期間を限度として）、使用期間が延

長されるものとします。 

３ 利用者は、当初使用期間（有料チャージをした場合には、延長後の使用期間）の終了

後、SIMカードを一切利用することはできないものとします。 

 

第 11条（有料のチャージ） 
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有料のチャージを行う利用者は、当該 SIMカードの当初使用期間が終了する前に当社所

定の方法により申し込みを行ない、当社がこれを承諾することにより、使用期間を延長し、

当該延長後の使用期間が終了するまで、当該 SIMカードの利用を継続することができます。

なお、当初使用期間の終了後に行われた有料チャージは使用期間の延長を行わず、当該 SIM

カードのデータ通信容量を追加することとします。 

２ 有料のチャージをするためには、当社が別途定める料金の支払いが必要となります。

有料のチャージの料金の支払方法は、当社が別途指定するクレジットカード会社の発

行するクレジットカードによる決済のみとします。 

３ 有料のチャージは、当社が第１項の申し込みを承諾し（当該承諾については第 6条第 1

項の規定を準用します。）、クレジットカード会社による審査の結果、クレジットカ

ードによる支払が承認された時に成立するものとします。当該承認がなされない場合

は、第１項の申し込みは無効とします。 

４ SIMカードの使用期間が終了した場合、または SIMカードの使用期間内に本サービスが

廃止された場合でも、当社は、既に支払われた有料のチャージの料金の返金を行いま

せん。 

５ 前項までに定める有料のチャージは、当初使用期間の終了前に限り、最大で 1日あた

り 5回まで行うことができます。当初使用期間終了後は、有料のチャージにより使用

期間が延長された場合でも、更なる有料チャージを行うことはできません。 

６ 有料のチャージは、延長後の使用期間を過ぎると利用することができません。 

７ 有料のチャージは、SIMカード毎に行われるため、SIMカードの有効期限の到来又は当

初使用期間若しくは延長後の使用期間の終了の際に未使用であったデータ通信容量は

他の SIMカードに移動することはできません。 

 

第 12条（無料のチャージ） 

無料のチャージを行う利用者は、自らのアカウントにチャージされた容量を当初使用期

間内に利用することができます。無料のチャージはアカウントにデータ通信容量を追加す

ることとします。ただし、SIMカードの使用期間に行った無料のチャージは使用期間の延長

を行わず、当該使用中の SIMカードにデータ通信容量を追加することとします。 

２ 無料のチャージは、当社が別に定める J-TripGatewayアプリ等利用規約に定める通り

とします。 

３ 無料のチャージにおいて蓄積されたデータ通信容量は、利用者がアカウントを作成し

た日または SIMカードの利用を開始した日のいずれか遅い時から 1年間となります。

ただし、当初使用期間または延長された使用期間が終了した場合には、無料のチャー

ジの有効期間も終了します。 

４ 無料のチャージにおいて蓄積されたデータ通信容量を SIMカードに割り当てた場合、

SIMカードの有効期限の到来又は当初使用期間若しくは延長後の使用期間の終了の際

に未使用であったデータ通信容量は他の SIMカードに移動することはできません。 

 

第 13条（提供の停止、契約の解除） 
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当社は、利用者が次のいずれかに該当した場合、当該利用者に対して通知を行うことな

く、本サービスの提供を停止し、または契約を解除することができるものとします。  

（１）当社に虚偽の事項を申告したことが判明した場合 

（２）本規約の規定に違反した場合または違反するおそれがある場合 

（３）本サービスの提供に使用される設備または回線に過大な負荷を与える行為その他

当該設備または回線の運用に支障を与える行為をした場合 

（４）当社が指定する端末設備または法律により定められた技術基準へ適合性を有する

端末設備以外の端末設備を使用して、本サービスを利用していることが判明した場

合 

（５）前号に定めるほか、技術上または当社の業務の遂行上著しい支障を及ぼすと当社

が判断する行為をした場合 

（６）利用者が第 26条（反社会的勢力の排除）第 1項に定める者であると当社が認知し

た場合 

２ 前項に基づく本サービスの提供の停止、または契約の解除により利用者に対して損害

が発生しても、当社は一切責任を負いません。 

 

第 14条（提供中止） 

当社は、本サービスの提供に使用される設備または回線に対して保守または工事を行う

場合、回線に障害が発生した場合、その他やむを得ない場合は、利用者に対して通知を行

うことなく、本サービスの提供を中止することがあります。 

２ 当社は、前項による本サービスの提供の中止により利用者に損害が発生しても、一切

責任を負いません。 

 

第 15条（利用者の義務） 

利用者は、本サービスを利用して以下各号の行為を行わないものとします。 

（１）当社もしくは他者の著作権、商標権等の知的財産権を侵害する行為、または侵害

するおそれのある行為 

（２）他者の財産、プライバシーもしくは肖像権を侵害する行為、または侵害するおそ

れのある行為 

（３）他者を不当に差別もしくは誹謗中傷し、侮辱し、他者への不当な差別を助長し、

またはその名誉もしくは信用を毀損する行為 

（４）詐欺、児童売買春、預貯金口座および携帯電話の違法な売買等の犯罪に結びつく、

または、結びつくおそれの高い行為 

（５）わいせつ、児童ポルノもしくは児童虐待に相当する画像、映像、音声もしくは文

書等を送信または表示する行為、またはこれらを収録した媒体を販売する行為、ま

たはその送信、表示、販売を想起させる広告を表示または送信する行為  

（６）薬物犯罪、規制薬物等の濫用に結びつく、もしくは結びつくおそれの高い行為、

未承認もしくは使用期限切れの医薬品等の広告をする行為、またはインターネット

上で販売等が禁止されている医薬品を販売等する行為 
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（７）販売または頒布をする目的で、広告規制の対象となる希少野生動植物種個体等の

広告を行う行為 

（８）貸金業を営む登録を受けないで、金銭の貸し付けの広告をする行為 

（９）無限連鎖講（ネズミ講）を開設し、またはこれを勧誘する行為 

（１０）当社または携帯電話事業者の設備に蓄積された情報を不正に書き換え、または

消去する行為 

（１１）他者になりすまして本サービスを利用する行為 

（１２）ウイルス等の有害なコンピュータプログラム等を送信または掲載する行為 

（１３）無断で他者に広告、宣伝もしくは勧誘のメールを送信する行為、または社会通

念上他者に嫌悪感を抱かせる、もしくはそのおそれのあるメールを送信する行為 

（１４）他者の設備等またはインターネット接続サービス用設備の利用もしくは運営に

支障を与える行為、または与えるおそれのある行為 

（１５）違法な賭博、ギャンブルを行わせ、または違法な賭博、ギャンブルへの参加を

勧誘する行為 

（１６）違法行為（けん銃等の譲渡、爆発物の不正な製造、児童ポルノの提供、公文書

偽造、殺人、脅迫等）を請負し、仲介しまたは誘引（他人に依頼することを含む）

する行為 

（１７）人の殺害現場の画像等の残虐な情報、動物を殺傷、虐待する画像等の情報、そ

の他社会通念上他者に著しく嫌悪感を抱かせる情報を不特定多数の者に対して送信

する行為 

（１８）人を自殺に誘引または勧誘する行為、または他者に危害の及ぶおそれの高い自

殺の手段等を紹介するなどの行為 

（１９）その行為が前各号のいずれかに該当することを知りつつ、その行為を助長する

態様または目的でリンクをはる行為 

（２０）犯罪や違法行為に結びつく、または、そのおそれの高い情報や、他者を不当に

誹謗中傷、侮辱したり、プライバシーを侵害したりする情報を、不特定の者をして

掲載等させることを助長する行為 

（２１）自らが利益を得るために本サービスまたは SIMカードを転売する行為 

（２２）その他、公序良俗に違反し、または他者の権利を侵害すると当社が判断した行

為 

２ 利用者は、本サービスの利用およびその結果につき一切の責任を自ら負わなければな

りません。利用者は、本サービスの利用に関連して第三者（本サービスにおける他の

利用者も含みます。）が損害を被ったことを理由として、当該第三者が訴訟提起をは

じめその他の請求等を行った場合（当社に対して請求した場合も含みます。）、自ら

の費用および責任において請求等を解決し、当社に一切の損害および負担が及ばない

ようにするものとします。 

３ 利用者は、当社が指定する端末設備または法令により定められた技術基準に適合して

いる端末設備のみを使用して、本サービスを利用することができます。これ以外の端

末設備を使用して本サービスを利用することはできません。 
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４ 利用者は、本サービスを第三者に利用させてはならず、また、本サービスを自らのた

めの用途以外で利用してはなりません。 

 

第 16条（本サービスの利用料金） 

利用者は、SIMカードの入手時に定められたプランに従い、チャージを行うことができる

ものとします。また、その利用料金は、当社が別に定める通りとします。 

 

第 17条（SIM カード） 

利用者が入手した SIMカードは、当社が利用者に貸与するものであり、譲渡するもので

はありません。 

２ 利用者は、SIMカードを善良なる管理者の注意をもって管理するものとします。 

３ 利用者は、SIM カードを利用者以外の第三者に利用させ、貸与し、譲渡し、または売

り渡す等してはならないものとします 

４ 利用者による SIM カードの管理不十分、使用上の過誤、第三者の使用等による損害は

利用者が負担するものとし、当社は一切責任を負わないものとします。 

５ 利用者の責に帰すべからざる事由により SIM カードが故障した場合に限り、当社の負

担において SIM カードの修理若しくは交換（種別の異なる SIM カードの交換はできな

いものとします。以下同じとします。）をする義務を負います 

６ 利用者は、SIMカードの使用期間の終了後、当社が定める期日までに SIM カードを当

社に返却するものとし、当該期日までに返却がなかった場合および破損した場合、当

社が別に定める SIM カードの損害金を当社に支払うものとします。 

７ 利用者は、当社の事前の承諾がある場合を除き、SIMカードの分解、損壊、ソフトウェ

アのリバースエンジニアリングその他 SIMカードとしての通常の用途以外の使用をし

てはならないものとします。 

８ 利用者は、当社の事前の承諾がある場合を除き、SIMカードを日本国外に持ち出しては

ならないものとします。 

 

第 18条（責任の制限） 

利用者は、自己の責任において本サービスを利用するものとします。 

２ 当社は、データ SIMサービスを提供すべき場合において、当社の責めに帰すべき理由

によりその提供をしなかったときは、データ SIMサービスが全く利用できない状態（そ

の契約に係る電気通信設備による全ての通信に著しい支障が生じ、全く利用できない

状態と同程度の状態となる場合を含みます。以下この条において同じとします。）に

あることを当社が知った時刻から起算して、24時間以上その状態が連続したときに限

り、その利用者の損害を賠償します。 

３ 前項の場合において、当社は、データ SIMサービスが全く利用できない状態にあるこ

とを当社が知った時刻以後その状態が連続した時間（24時間の倍数である部分に限り

ます。）について、24時間ごとに日数を計算し、その日数に対応するデータ SIMサー
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ビスに係る利用者が既に支払い済みの料金を発生した損害とみなし、その額に限って

賠償します。 

４ 当社の故意又は重大な過失によりデータ SIMサービスの提供をしなかったときは、前

２項の規定は適用しません。 

５ 当社は、本規約に明記したものの他はいかなる場合においても、利用者に対し、何ら

義務を負わず、また一切の責任を負担しません。 

 

第 19条（無保証） 

当社は、本サービスおよび SIMカードについて、利用者の利用目的に適合することの保

証、および通信速度に関する保証については、何らの保証も行いません。 

２ 本サービスは、最大通信速度を保証するものではなく、通信設備や利用者の端末設備、

配線などの状況、他回線との干渉、回線の逼迫状況、端末設備の所在場所などによっ

て、実際に利用可能な通信速度が低下することがあります。 

３ 当社は、利用者が一定時間内に当社所定の基準を超えるトラフィック量を継続的に発

生させる場合、および利用者間の公平性を確保する必要がある場合には、通信量や通

信速度を制限することがあります。 

 

第 20条（利用者情報等の取り扱い） 

当社は利用者に係る情報（申込時又は本サービスの提供中に、当社が利用者に関して取

得する氏名、住所、電話番号、メールアドレス、国籍、パスポート番号、その他連絡先に

関する情報、生年月日、性別、クレジットカード情報、本サービスの提供、第 21条に定め

る情報の配信、有料のチャージの料金の請求等。以下「利用者情報」といいます。）を「個

人情報及び特定個人情報の取扱いについて」及びプライバシーポリシーに基づき、適切に

取り扱うものとします。 

２ 当社は、利用者情報を、「個人情報及び特定個人情報の取扱いについて」において定

めた利用目的の範囲内で取り扱います。 

３ 当社は、前項の利用目的の実施に必要な範囲内で利用者情報の取扱いを委託先に委託

することができるものとします。 

 

第 21条（情報の配信） 

当社は、利用者に対し、本サービスを利用するに当たり有益であると思われる情報（当

社もしくは第三者の提供する商品もしくはサービスに関する広告を含み、本サービスに関

連するもの、以下、「お知らせ等」といいます。）を利用者のメールアドレスに配信しま

す。 

２ 当社は、前項の情報のほか、当社が提供する他のサービスの情報を利用者のメールア

ドレスに配信することがあります。 

 

第 22条（本サービスの変更または廃止） 
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当社は、本サービスの全部もしくは一部を変更、追加もしくは廃止することができます。

この場合、第 1条の規定を準用します。 

２ 当社は、前項による本サービスの全部もしくは一部の変更、追加もしくは廃止により

利用者に損害が生じたとしても、一切責任を負いません。 

 

第 23条（端末設備の取り扱い） 

利用者は、自己の費用と責任において、本サービスの利用にあたり端末設備を正常に稼

働するように維持および管理しなければなりません。 

 

第 24条（準拠法および裁判管轄） 

本規約の準拠法は、日本法とします。また、本サービスに関して生じた一切の紛争につ

いては、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

第 25条（優先言語） 

本規約が他の言語に翻訳されたかにかかわらず、本規約の正本は日本語版とし、他の言

語に優先するものとします。 

 

第 26条（反社会的勢力の排除） 

利用者は、現在、暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋、社会

運動等標榜ゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これに準ずる者(以下、「反社会的勢力」

という)のいずれでもなく、また、反社会的勢力が経営に実質的に関与している法人等に属

する者ではないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約するものとし

ます。 

２ 当社は、利用者が次の各号のいずれかに該当する場合、何らの催告をすることなく契約

を解除することができ、利用者に生じたいかなる損害の賠償も行わないものとします。 

（１）反社会的勢力に該当すると認められるとき 

（２）経営に反社会的勢力が実質的に関与していると認められるとき 

（３）反社会的勢力を利用していると認められるとき 

（４）反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をして

いると認められるとき 

（５）役員もしくは経営に実質的に関与している者が反社会的勢力と社会的に非難され

るべき関係を有しているとき 

（６）自らまたは第三者を利用して，暴力的な要求行為，法的な責任を超えた不当な要

求行為，脅迫的な言動，暴力および風説の流布・偽計・威力を用いた信用棄損・業

務妨害その他これらに準ずる行為に及んだとき 

 

附 則 

本規約は、平成 29年 9月 19日から実施します。 
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（実施期日） 

本改正規定は、平成 30年 1月 15日から実施します。 

 

（実施期日） 

本改正規定は、平成 30年 7月 6日から実施します。 

 

（実施期日） 

本改正規定は、平成 30年 9月 1日から実施します。 

 

（実施期日） 

本改正規定は、平成 30年 12月 1日から実施します。 

 

 


